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そ
し
て
、
今
年
度
、
平
成
３
年
か
ら
行

わ
れ
た
温
泉
バ
イ
パ
ス
の
整
備
が
完
成
し

ま
す
（
予
定
）
。
ま
た
、
そ
の
整
備
に
伴

い
、
間
欠
泉
を
活
用
し
た
泉
源
公
園
（
旧

登
別
パ
ラ
ダ
イ
ス
跡
地
）
も
完
成
し
ま
す

（
予
定
）
。

湯のまちに住む

▲整備が進む温泉バイパス

み
ん
な
で
祝
お
う
開
湯

年
１５０

７
月

日
日
に
は
、
泉
源
公
園
で
開
湯

２０

年
記
念
式
典
と
泉
源
公
園
開
園
式
を
行

１５０う
予
定
で
す
。

ま
た
、
そ
の
ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
記

念
事
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
湯
の

ま
ち
に
住
む
み
ん
な
で
参
加
し
て
、
開
湯

年
を
祝
い
、
登
別
温
泉
の
さ
ら
な
る
発

１５０展
を
願
い
ま
せ
ん
か
。

問
題
解
消
の
た
め
に

道
路
が
整
備
さ
れ
る

登
別
温
泉
に
向
か
う
登
別
か
ら
の
道
路

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
通
機
関
が
走
っ
た
唯

一
の
幹
線
道
路
で
す
。

昭
和

年
代
に
自
動
車
が
急
速
に
普
及

５０

し
て
交
通
量
が
増
加
し
、
さ
ら
に
昭
和
６０

年
に
道
央
自
動
車
道
登
別
東
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
の
開
設
に
伴
っ
て
交
通
量
の
増
加

が
予
想
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
昭
和

年
か
ら
平
成
９
年

５８

に
か
け
て
、
国
道
交
差
点
か
ら
紅
葉
谷
交

差
点
ま
で
の
区
間
の
道
路
整
備
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
温
泉
街
の
メ
ー
ン
ス
ト
リ
ー
ト

の
『
極
楽
通
り
』
は
、
ホ
テ
ル
や
商
店
が

建
ち
並
び
、
大
型
観
光
バ
ス
な
ど
の
交
通

量
の
増
加
に
伴
い
、
朝
夕
の
観
光
客
の
行

き
帰
り
時
間
帯
に
は
交
通
障
害
が
発
生
し

て
い
ま
し
た
。

▲大正１５年当時の登別温泉街

観
光
産
業
の
発
展
に
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
道
路
網
。
昭
和

年
、
支
笏
洞
爺

２４

国
立
公
園
が
指
定
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

登
別
温
泉
地
獄
谷
か
ら
大
湯
沼
ま
で
の
遊

歩
道
や
倶
多
楽
湖
周
辺
道
路
が
年
次
計
画

く
っ

た

ら

こ

で
整
備
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和

年
に
は
登
別
か
ら
登
別
温
泉
、

２９

カ
ル
ル
ス
、
オ
ロ
フ
レ
峠
を
経
て
洞
爺
湖

に
至
る
道
路
が
道
道
に
昇
格
。
登
別
と
登

別
温
泉
間
が
舗
装
さ
れ
、
砂
ぼ
こ
り
が
舞

っ
て
い
た
道
路
の
問
題
が
解
消
さ
れ
ま
し

た
。
続
い
て
カ
ル
ル
ス
と
オ
ロ
フ
レ
峠
ま

で
の
改
良
工
事
、
昭
和

年
に
は
登
別
温

３２

泉
と
カ
ル
ル
ス
間
の
道
路
の
切
り
替
え
工

事
が
行
わ
れ
、
昭
和

年
に
完
全
舗
装
さ

３５

れ
ま
し
た
。

▲昭和初期の登別温泉バス停留所

電
車
か
ら
バ
ス
の
時
代
へ

昭
和
８
年
、
登
別
温
泉
軌
道
株
式
会
社

が
登
別
温
泉
株
式
会
社
に
社
名
を
変
更
し
、

登
別
温
泉
ま
で
の
交
通
機
関
を
電
車
か
ら

人
乗
り
２
台
、

人
乗
り
１
台
の
バ
ス

１７

２１

に
切
り
替
え
ま
し
た
。

そ
し
て
、
昭
和

年
、
同
社
の
バ
ス
事

１８

業
を
道
南
乗
合
自
動
車
株
式
会
社
に
譲
渡
。

そ
の
後
、
戦
争
が
激
し
く
な
っ
て
老
朽
バ

ス
の
入
れ
替
え
が
で
き
な
く
な
り
、
客
の

輸
送
に
も
事
欠
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
昭
和

年
か
ら
ト
ラ
ッ
ク

２１

を
借
り
て
送
迎
を
始
め
ま
し
た
が
、
客
か

ら
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
た
た
め
、
ト
ラ
ッ
ク

に
幌
を
か
け
、
板
の
腰
掛
け
を
付
け
て
運

行
し
ま
し
た
。

円
太
郎
馬
車
か
ら
馬
車
鉄
道
、
軽
便
鉄

道
、
電
車
、
バ
ス
と
目
ま
ぐ
る
し
く
移
り

変
わ
っ
た
交
通
機
関
は
、
登
別
温
泉
の
発

展
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

▲紅葉谷を走るバス

そ
の
た
め
、
登
別
温
泉
地
区
の
安
全
で

円
滑
な
交
通
確
保
を
図
る
た
め
に
、
温
泉

バ
イ
パ
ス
（
登
別
厚
生
年
金
病
院
～
第
一

滝
本
館
の
区
間
）
の
整
備
が
望
ま
れ
て
い

ま
し
た
。

道
路
網
の
整
備


